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項目

人
権
の
尊
重

説
明

責
任

情
報

保
護

苦
情

解
決

保
育
内
容

（

養
護
と
教
育
）

保
育
目
標
・
全
体
的
な
計
画
・
指
導
計
画
・
記
録

内                      容

子どもの人権に十分配慮するとともに、文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるよ
う配慮している A

利用者のプライバシー保護に関する規定・マニュアル等を整備している

守秘義務の意義や目的を全職員に周知している

保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、迅速に対応している

苦情解決の仕組みが確立され、十分に周知・機能している

性差への先入観による固定的な観念や役割分業意識を植え付けないように配慮している B

個人情報は、個人の人格尊重の理念の下に、慎重に取り扱われるべきものであることを理
解している A

理念や基本方針が利用者等に周知されている

利用者が意見を述べやすい体制が確保されている

子どもの生活の連続性を踏まえ、保護者との連携・情報共有が行われている

全体的な計画は、発達過程の共通理解のもと、全職員が参画し、作成されている

指導計画の評価を定期的に行い、その結果に基づき指導計画を見直している

長時間にわたる保育の環境整備がされ、保育の内容や方法に配慮が見られる

保育の計画は、0歳から就学前までの一貫したものとなっている

保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた目標を設定している

目標は、前年度の反省を生かしている

目標は、全職員で検討し、かつ共通理解を図っている

保育計画は保育の基本方針に基づき、さらに地域の実態や保護者の意向等を考慮して作成
されている

養護は保育士などが行う援助や係わりであり、教育は子どもの活動がより豊かに展開され
るための発達援助であることを理解し、実践している

B

保育日誌や指導計画を通して、計画・実施・評価・改善のサイクルを利用した自己評価を
行うとともに、職員相互の話し合いを通じて明確になった課題を改善している A

進級児の申し送りは、個人記録等を活用し丁寧に行い、子どもたちの発達や遊びの連続性
及び関連性を円滑にサポートしている A

B

子ども一人ひとりへの理解を深め、受容しようと努めている

平成３１年・令和元年度

【A】…大変良い 【C】…一部検討を要する

【B】…良い 【D】…改善を要する平成31年4月1日～令和2年3月31日



評価
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項目

行
事
に
つ
い
て

食
育
に
つ
い
て

虐
待
の
予
防

保
育
内
容
（

養
護
と
教
育
）

内                        容

虐待を受けていると疑われる子どもの早期発見に努め、得られた情報が速やかに園長まで
届くようになっている

職員が子育て支援の重要性を認識し、保護者が安心して気持ちよく利用できるように共通
認識している

保育は、環境（人的・物的・社会的・空間的）を通して行われることを職員が理解してい
る

B

基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一人ひとりの子どもの状況に応じて対応してい
る

食育を通して子どもたちが食事を楽しむことができる工夫をしている

乳幼児にふさわしい食生活が展開されるよう食育について見直しや改善を図っている

文化、習慣の違いなど、個別に配慮した食事を提供している

保護者の願いや意見を取り入れている

職員が食育の基本を理解し、食育の計画を策定している

食育の計画を作成し、よりよい食習慣や心身の健康の基礎を培うよう努めている

生活の場と遊びの場が区分でき、生活に見通しが持てる空間となっている

行事の種類や実施回数は適切に計画されている

行事のねらいは計画や実施に十分生かしている

乳幼児の活動範囲を明確にし、自主的・実施的な活動にしている

計画・実施・評価・改善の体制をとっている

様々な表現遊びが自由に体験できるよう、年齢に合わせた環境作りをしている

遊びや生活を通して、子どもの社会性が育つよう配慮している

外遊びや散歩など、戸外で遊ぶ機会を多く取り入れている（週に4回以上）

A

子どもの食生活を充実させるために、家庭へも食育の取組や食事の重要性を説明している

A

室内外問わず、子どもが自発的に活動できる環境が整備されている

身近な自然や社会と係われるような機会を多く取り入れている

A

実習生等の受け入れマニュアルがあり、保育所の基本姿勢や方針を職員に周知している B

A

虐待を受けていると疑われる子どもが見つかった場合には、所定の用紙に記録を残し、し
かるべき対応をしている A

虐待を受けていると疑われる子どもの保護者への対応について児童相談所等の関係機関に
照合、通告を行う体制が整っている A

感情を刺激されて思わず不適切な対応等をとる職員がいる場合は、声をかけあったり、そ
の場から一時離れてもらうなど、園内で見逃さずに対応している A

施設内で、職員による虐待または、虐待と疑われる行為をすることはない

小学校との間で、小学生と園児が交流する機会を設けており、定期的に情報交換するなど
の連携体制がある C

地
域
と
の
連
携



評価
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家
庭
・

地
域
社
会

特
別
な
支
援
を

要
す
る
場
合

保
護
者
へ
の
支
援

健
康
支
援

子
育
て
支
援

情
報

発
信

C

子どもの日々の健康状態を関係職員に周知しており、ひとり一人に応じた適切な対応がさ
れている

A

分
掌
・
体
制

運
営

ひとり一人の保護者と日常的な情報交換に加え、個別面談等を行い、相談を受けるととも
に、必要に応じて専門の関係機関の相談窓口等を紹介している B

特別な支援を要する子どもについて、職員間で定期的に話し合う機会を設けている

保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適切である

地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生活に触れている

地域の人材、設備、機能等を活用し、積極的に地域との関係作りをしている

関係機関、地域の団体などの情報を職員が共有し、必要に応じた仲介をしている

必要に応じて研修を行い、医療機関や専門機関と連携をとっている

保護者と必要に応じて情報の共有を行い、サポートしている

A

配慮を要する子どもの食事について、専門医による食事の内容に関する指示のもとで除去
食を提供している A

A

A

家庭の状況や保護者との情報交換の内容に応じて記録されている

職員による育児に係る「子育て相談」は充実している

乳幼児の興味や関心に基づいて地域社会・その他の施設と交流している

保育園だより・クラスだより、ホームページ等で施設の情報を発信している

行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や児童施設、小学校に周知している

能率的、合理的な運営組織になっているか

年齢に応じて、健康・安全な生活に必要な習慣や態度を育成している

「子育てについて」など、保護者を対象とした学習の機会を設定している

環境が整備され、保育の内容や方法に配慮している

項目 内                        容

地
域
と
の

連
携

経
営
・
組
織

職務内容が明確で、協働できる体制になっている

職員の配置は適材・適所である

係や仕事の分担・割り当ては適切である

各種会議を適切かつ効率的に進めている

打ち合わせ回数、時間、内容は適切である

子どもの発達や育児等について、懇談会等の話し合いの場に加えて、保護者同士の子育て
の経験を共有できる場を設けている

医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り、保護者にとって必要な情報を提供をし
ている

職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営に関
わっている

子どもの健康に関する保健計画を作成し、職員間で共有するとともに、子どもの健康の保
持・増進に努めている

内科健診、歯科検診、身体測定等を定期的行い、配慮が必要な結果であれば、医師の指示
に従っている
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年齢別・クラス目標に迫る短期・長期のねらいは適切に設定している

同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充実を図っている

意義や趣旨を理解したチーム保育を行っている

評価、資料（諸記録）を集積している

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、家庭への啓発を行っている

乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係機関等と連携を図っている

保育設備、遊具、環境において安全が保たれている

年齢別・クラス経営に生かされるような具体的保健対策を講じている

避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施している

研究の実践による乳幼児理解が深まりを見せている

各種研究会、研修会、講習会への参加態勢の充実を図っている

各種研究会、研修会、講習会での内容を園内に還元している

施設内外・設備の安全点検を計画的に行なっている

遊具・用具等を、活用しやすいように整理・保管している

研究主題は、保育目標の具現化につながるものである

園内研修の計画・運営は適切である

研究の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ちに反映させている

調理場、水回り等の衛生管理は、マニュアルに基づいて適切に実施されている

事故や天災が発生した場合、速やかに対応できる体制づくりができている

各職員に期待される役割、目標、人材育成の方法が明確化され、計画的に行われている

職員連携が確立されており、経験者が指導するOJTの仕組みができている

非常勤職員に関しても資質向上に向け、研修の機会を設けている

年齢別・クラス目標は、保育目標や重点目標に基づいて設定している

A

職員が自らの役割と課題を認識し、やりがいや満足感を持てるように人材育成を行ってい
る A

職
員
の
資
質
向
上

A

事故の再発防止に関しては、職員間で検証と振り返りを行い、同じ事故を起こさないよう
に努めている A

アレルギーの発症について、配慮の必要な園児がわかり、対応方法が全職員に周知されて
いる A

安
全
対
策
・
事
故
防
止

園
内

園
外

研
究
・
研
修

事故防止等のチェックリスト（安全チェックリスト等）やヒヤリハットを活用し、危険個
所はすぐに改善または職員間での共有を行い、事故防止に向けて具体的な取り組みを行っ
ている

不審者などの侵入時に対応できる体制を職員間で共有している

全職員に対してSIDSに関する知識が周知され、予防のための取組が行われている

感染症発生時に対応できるマニュアルがあり、発生状況を保護者に通知、拡大の防止に取
り組んでいる B

施
設
・

設
備

項目 内                        容

経
営
・
組
織

職員が不正・不適切な行為を行わないよう守るべき法、規範、倫理が明文化され、職員に
周知されている

年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即して設定している

保
健
・
安
全
指
導

年
齢
別
ク
ラ
ス
運
営



評価

A

A

A

A

A

B

A

保育所の役割や社会的責任を適切に果たし、保育所組織の専門性の向上に努めている

保育士等・保育所の自己評価等の結果を踏まえ、職員と協力して改善に努めている

子どもが安全で保健的に過ごせる環境を作っている（清掃等）

不審者等に対する周到な配慮を行っている

掲示板、掲示場所等が適切であり、かつ効果的に活用している

A

子どもが自分から思わず係わりたくなるような魅力ある環境構成をしている（発達・興味
など） B

環
境
衛
生
管
理

保育所の専門性を高め、活性化を図るため、自己研鑽に対する援助や助言をしている

尊守すべき法令などを正しく理解するための取組を行っている

項目 内                        容

施
設
・

設
備

施
設
長
の
責
務

子どもが心地よく過ごすことのできる環境を整備している（温度・湿度・換気・音・遮光
など）


